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全国学力・学習状況調査の結果について 

 去る 4 月１７日に実施しました全国学力・学習状況調査について有田小学校の状況をお

知らせします。学力面において、県平均、全国平均を大きく上回るなど大変よい成果が表

れました。この結果は、学校だけでなく家庭・地域での取組が進み、そのことが子ども達

一人ひとりの頑張りにつながったことを示すものだと考えます。これらは単に、問題が解

けるようになったということのほか、授業や家庭学習、地域の活動等に向かう子ども達の

意欲的・積極的な姿勢が実を結んだものと思います。この結果を励みとして、子ども達の

笑顔のため、未来のために、学校としての取り組みを一層進めてまいります。今後も、学

校、家庭、地域が一つになって子ども達の能力を最大限に引き出していくようがんばって

いきましょう。ご一読いただき、今後の家庭でのご指導の参考にしていただきますようお

願いします。 

 

 

【１ 児童質問紙について】 

（ ）内の数字は、児童質問紙においては（本校/県/全国）の「している」「あてはまる」

の回答の割合を示しています。 

 

○自尊意識・規範意識 

・「将来の夢や目標をもっている」(71.4%/66,5%/68.2%)「人の役に立つ人間になりた

い」(78.6%/74.0%/74.2%)などと回答している児童が多く，夢や目標を持って生活して

いる児童の割合が高いことが見て取れます。 

 

○基本的生活習慣 

・「朝食を毎日食べている」(85,7%/84.5%/84.8%)「毎日，同じくらいの時刻に起きて

いる。」(71.4%/58.6%/59.9%)と回答している児童の割合も高く，基本的な生活習慣が

定着していることがうかがえます。 

 

○家庭生活 

・「家の人と学校での出来事について話す」(60.7%/52.2%/52.8%)、「地域の大人に勉

強やスポーツを教えてもらったり、一緒に遊んだりすることがある」

(25.0%/18.4%/18.1%)、「地域社会などでボランティア活動に参加したことがある」

(82.1%/30.8%/36.1%)など、子どもが家庭・地域との関わりの中で育てられていること

がわかります。 

 

 



○学校生活 

・「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができている」では、「そう思う」が（42.9％/33.5％/34.7％）と高くなっています。

また、「自分の考えがうまく伝わるよう資料や文章、話の組み立てなど工夫して発表して

いる」でも「当てはまる」が（32.1％/22.8％/23.5％）と三重県や全国と比べると高く

なっています。一方、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」は

「当てはまる」は（17.9％/28.3％/29.1％）と低くなっています。このことから、話し

合いを通して、自分の考えをわかりやすく正確につたえようという意識が高いことがわか

ります。しかし一方で、自ら積極的に課題解決に取り組む姿勢が低いことがわかります。 

 

○家庭学習 

・「家で学校の宿題をしている」(96.4%/90,1%/87.9%)児童の割合は高くなっています。

これまでの宿題についての取り組みの成果が表れていると思われます。「家で学校の授業

の予習・復習をしている」(39.3%/26.5%/27.7%)児童の割合は高いが、「全くしていな

い」(17.9%/9.7%/10.0%)児童の割合も高くなっています。「家で, 自分で計画を立てて

勉強をしている」も「している」(39.3%/30.1%/30.7%)の割合は高いが「全くしていな

い(17.9%/7.9%/7.6%)の割合も高く、家庭学習について二極化しているところがわかり

ます。 

 

●質問紙調査からの改善点 

・友達との話し合いを大事にし，考えを交流することによって主体的・対話的で深い学び

を実現していきたいと思います。また，教科で学んだことが日常生活や他教科においても

活用できるように，横断的・総合的に学習の充実を図っていきます。 

・達成感や自己有用感を子ども達が実感でき，困難なことにも立ち向かう力を養っていけ

るよう，学校生活や様々な行事を通して目標を持って取り組んでいけるようにしていきま

す。（「認める」「励ます」「褒める」を大事にします。） 

・学校の授業だけの学習だけではなく，家庭や図書室など様々な場面における学習が学び

をより豊かなものにしていくと考えます。したがって，今後も継続的な家庭学習の取り組

みや読書活動の充実を図っていきます。 

 

【２ 学力調査について】 

 本校の児童は、集中して調査に取り組んでいました。問題に対して「わからない」とあ

きらめてしまう「無解答」は、昨年度に引き続き、ほとんどありませんでした。理科では

「無解答」はありませんでした。学習内容が定着しており、それを活用して粘り強く取り

組んだと言えます。また、記述式の問題に対しても自分の考えを書くことができており、

考える力・書く力が育ってきていると言えます。 



全体の結果としては、どの科目も全国平均を大きく上回りました。全国平均を上回った

問題数はは、国語Ａは１２/１２、国語Ｂは７/８、算数Ａは１２/１４、算数Ｂは６/１０、

理科は１２/１７（全国平均を上回った問題数/全問題数）という結果となり、本校におい

ては大きな伸びが見られます。 

  

特に正答率が高かったのは、国語Ａでは、図書館への行き方の説明として適切なものを

選ぶ問題（( 1 )（100％、90.5％、90.8％）、慣用句の使い方として適切なものを選ぶ問

題（ 6 ）（100％、89.6％、90.4％）は、正答率が１００％であり、しっかりと理解が

できていました。また、【オムレツを作ったあとの感想】を踏まえ、【オムレツのページ】

をどのように読めばよいか，適切なものを選択する（目的に応じて必要な情報をとらえる）

問題（ 3 ）（92.6％、73.6％、73.9％）や相手や場面に応じて適切に敬語を使えるかを

問う問題 7 （74.1％、55.9％、58.0％）も全国平均を大きく上回りました。常日頃から

国語の基礎的な知識を大切にして学習に取り組んできた成果だと考えられます。 

国語Bでは、目的や意図に応じて、文章全体の構成を考える問題（ 2 一）（74.1％、56.8％、

57.6％）や分かりやすく伝えるための工夫を捉える問題（ 2 三）（92.6％、70.3％、

70.8％）、目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むこ

とができるかを問う問題（ 3 二）（70.4％、50.8％、52.3％）などは、全国平均を大き

く上回りました。文章全体を読み、筆者の伝えたいことをとらえたうえで、自分の考えを

もつことができているといえます。 

算数A では、針金１ｍの重さを求める式を選ぶ問題（ 1（３））（81.5％、63.9％、65.3％）、

分度器の目盛りを読み，１８０°よりも大きい角の大きさを求める問題（ 5（２））（81.5％、

58.5％、58.5％）、空間の中にあるものの位置を正しく書く問題（ 6 ）（88.9％、72.9％、

73.5％）が全国平均を大きく上回りました。用具の使い方や公式など基本的なことが身に

ついているといえます。 

算数 B では、全体で使える時間の中で，「ルールの説明」に使える時間は何分かを書く問

題（ 2 （１））（92.6％、68.6％、70.5％）が全国平均を大きく上回りました。問題を整

理して、必要な情報を文章から取捨選択できていていると言えます。 

理科では、流水と浸食の関連性を選び、理由を記述する問題（（2（３））（44.4％、19.6％、

20.6％）、太陽の動きと光電池の適切な位置や向きを選ぶ問題（ 3（４））（63.0％、45.1％、

41.9％）、ろ過後の溶液に砂が混じっている状況に着目しながら，誤った操作に気付き，適

切に操作する方法を選ぶ問題（ 4 （１））（92.6％、70.4％、71.1％）が全国平均を大き

く上回りました。これらは、課題を解決するために、仮説を立て、実験や観察を行い、結

果から考察するといった学習過程を積み重ねてきた結果といえます。 

 

 

 



反対に、正答率が低く、かつ県・全国平均を下回ったものとしては次のようなものがあ

ります。 

算数Ａでの、針金０．２ｍの重さと針金０．１ｍの重さを求める問題（  1（１））（51.9％、

63.6％、62.9％）や算数Ｂのグラフを読み取る問題（ 3 ）おいて、メモとグラフの関連

性を読み取る問題（  3 （１））（11.1％、18.1％、26.7％）、2 つのグラフから分かるこ

とを選ぶ問題（  3 （２））（①18.5％、21.1％、23.9％）、さらに理科においては、食塩

を水に溶かしたときの全体の重さを選ぶ問題（ 4 （３））（18.5％、38.4％、42.7％）で

す。これらの問題から、問題を自分で図式化して整理して考えたり、資料とグラフを関連

付けて読んだりする力、また、実生活と関連付けて解決していったりすることが苦手であ

ることがわかります。さらにこれらの問題は文章が長いうえにその中に表やグラフ、メモ

などの資料が組み込まれており、問題の文意をとらえて正確に資料を読み取っていかなく

てはいけません。文章を素早く読み文意を捉え、資料と関連付けながら書いていく力が弱

みであることが浮かび上がってきました。 

 

 

【３ 学校としての今後の取り組みについて】 

今年度の全国学力・学習状況調査の結果は、昨年度までと比較すると大変大きな伸び

が見られました。これは子どもたちの頑張りによるところが第一ですが、「わかる授業」

づくりにおいて学校教育に対する地域や保護者の方々のご協力の成果であると考えて

おります。 

今年度も「わかる授業」に向けて、外部講師（学力向上アドバイザー）の積極的な活

用を図り、授業改善についてさらなる研究を進めているところです。具体的には、自分

の考えをしっかりと持ち、それを伝え合い学び合う授業づくりを進めております。そし

て、「読む力」をつけるとともに人の意見をしっかりと聞き合い、「考えを深める力」「書

く力」「問題を素早く処理する力」等をつけるように指導を進めています。 

さらに、算数科を中心とした習熟度別学習やＴＴを活用した習熟を深める学習、

「Think! Think!」を活用した空間認知を高める学習（低・中学年）、ロボット等を使っ

たプログラミング体験による論理的思考力を高める学習（高学年）、段階的なプリント

学習による朝の学習、学習ボランティアを活用した昼休みの補充的な学習や外国語学習

の先行実施等の取り組みも進めているところです。 

授業において、学び合いを進めるためには、子どもたち同士がお互いの考えを尊重し

何でも言える雰囲気をつくっていくことが大切です。そのためにも、がんばりを「認め

る、励ます、ほめる」ことを大事にしながら学習で鍛えることで、子どもたちの自尊感

情を高めつつ、道徳教育をはじめ、教育活動全体を通して話し合う機会を設け、「伝え

合い学び合う力」をつけていきたいと考えております。併せて、地域での体験学習をは

じめ（低・中学年）、横断的、総合的にカリキュラムを編成していく中で、学んだこと



を生きて働く力として活用していけるように努めていきたいと考えています。今後とも

ご理解ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

以下は正答率が高かったり、県・全国の平均正答率を上回り、本校児童の「強み」と

みることができる問題と、正答率が低かったり、県・全国の平均正答率を下回り、「弱

み」とみることができる問題です。 

※（  ）内は（本校の正答率/県の正答率/全国の平均正答率）を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


